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包 帯 交 換 車 の 基 準 作 成
CN Sか らみ た包帯交換車の管理方法の検討
伊藤 道子 (秋田大学医療技術短期大学部)
は じめに
北里大学病院看護部は, 1993年4月 に専門看護婦 (以
下C N S とする) 制度と同時に感染看護対策委員会 (以
下委員会とする) を設けた｡ 委員会の 取り組み の ひ と っ
が , 包帯交換車 (以下包交車とする) の管理方法の検討
で ある｡ 私 は感染看護担当の CNS とし て , 委員会 に参
加する機会を得た｡ そ こ で , 委員会の 包交車の管理方法
に おける検討過程を報告する｡
1. 包交車の 管理方法における検討過程
委員会の包交車の 調査過程は5段階で , 初 めが調査実
施の決ヌ己 次 に包交車の管理方法の調査基準の作成, 調
査 の実施, デ ー タ - の 検討と続き, 最期が包交車の管理
基準の発表で , 約5 か月 を要した ( 図1)0
1) 調査実施の 決定
包交車の管理方法の調査を実施する ことを決定した
理 由は, 予算がなく細菌培養な どが不可能 で あ っ た こ
とと, 創感染が院内感染の代表で あるため で あ っ た｡
調査決定の過程で 7名 の委員 (表1) がそれぞれ の立
場か ら自由に意見を述 べ , よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
と る こ とが で きた｡
2) 包交車の管理方法の 調査基準の作成
病院は許可病床数1069床, 30看護単位の規模で手術
室を除く29看護単位の 調査で ある｡ 包交車の 管理方法
の 調査基準の作成時は, 実際ケ ア を行 っ て い る病棟看
護婦の 経験が生かされた ｡ ｢包交車の 管理者 が病院内
で誰か を調査した い｣ と , 発表 で きた｡
委員の 病棟訪問は, 婦長会の了承を得て実施され ,
看護管理 の手法を知 っ た ｡
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. 作 成 基 準 の 発 表
新 聞 発 行 ･ 婦 長 会 報 告
図1 感染看護対策委鼻会における包帯
交換車の 管理方法の調査過程
表1 感染看護対策委員と所属
3) 調査の実施
院内6階分18病棟の 5, 6名 の圃査 グ ル ー プ に半日
参加で きた｡ 欧米 の IC Nの 業務 は, 病棟を訪問 して
実際に感染予防の対策を実施 して い るかを確認するラ
ウ ン ドが中心で あると聞い て おり, 初め て ラ ウ ン ド に
類似する他病棟の訪問を体験で きた｡ 婦長 は夜勤で ラ
ウ ン ド を行 っ て い るが , 初 め て の病棟訪問は, 同僚 で
あ っ て も見知 ら ぬ看護婦に話しかける ことが できず,
訓練 の必要性を感じた｡
各病棟をみ て明らか とな っ た こ とは, 病棟が診療科
単位で包交車の 装備物品や量は異なるため, 管理規則
は各部署で独自に作成する必要が ある こと で ある ｡ ま
た, 病棟単位 で包交時に工夫 (ビ ニ ー ル 袋 を膿盆に変
え て使用, 包交時の 看護婦の役割分担) があり, 病棟
単位で しか行われ て い な い 工夫を, 他 の病棟 へ 知らせ
る必要があるとわか っ た ｡
所属病棟の包交車の 管理 を良好にみせ た い ため , 整
備をした後, 実態調査の グ ル ー プ に加わ っ た｡ しか し
調査時は, い っ もの よう に使用済み の鋸子が包交車の
手押しの バ - に か けて あり, 好ま しくな い と して 委員
会で も指摘され た｡ こ の こ とから事前 に病棟訪問の 連
絡をし て も, 日頃の 行 い はそ の まま で あり, 管理方法
の実態把握の ため, 病棟訪問は有効 で あると感じた｡
4) デ ー タ - の 検討
手術室を除く29部署で , 包交車の 管理者は看護婦か
看護補佐で あ っ た (表2)｡ 看護補佐 は看護助手 で 資
格を持たず, 整備した包交車 は, 最終的に看護婦が確
認する｡ こ れ より包交車の管理 は看護婦が行 っ て い る
と い えた｡ そ こ で よりよ い看護ケ ア の 提供の ため, 包
交車の管理方法は, 看護者自身で検討する必要がある
ことがあき らかと な っ た｡
10本 の滅菌錦子入りの端子立て が , 包交介助を行 っ
た清潔な錦子を錦子立に戻すと, 他 の 端子の把持部 に
触れ て不潔に なる可能性があるため , 廃止を提案した｡
看護業務が複雑に なれば, 感染予防対策は実行不可能
との意見が で て , 所属 の部署の 看護婦 へ10本の滅菌錦
子入り錦子立て廃止の是非を尋ね , ｢ 全身熱傷の 患者
は単包の銀子で包交介助 は不可能｣ との意見がで る ｡
そ こ で 同額子立の廃止 は行わず代替案を作成 し, 包交
介助 した清潔な錦子は, 新た に準備した単包の銀子立
て へ 戻すこと を決定 した ( 図2)｡
実行可能 な対策の作成 は, 業務 に携わる看護婦の 意
見を取り入れ る ことや, 物品の 使用法を工夫 して 代替
案を考え る こと で成り立 っ こ とが あきらかとな っ た ｡
表 2 包帯交換車の 点検実施者
点 検 実 施 者 那 署 数
看 護 婦 2 2
看 護 補 佐 6
看 護 婦 と 看 護 補 佐 1
図 2 感染看護対策委鼻会が考案 した
銀子立ての使用法
5) 包交車の 管理基準の発表
各部署 にお ける共通な包交車の管理基準を , 委員会
発行の新聞と婦長会で報告 し協力を求める こ と で , ス
タ ッ フ ナ ー ス に 伝える ル ー ト が完成 した｡ 委員会の決
定事項は , 婦長会で の委員会か ら の連絡事項 とし て ,
婦長か ら伝え られ, ス タ ッ フ ナ ー ス と して実践するよ
う要請があ っ た｡ 委員会で の 決定事項が, 実際 に ケ ア
を行う看護婦まで届い て い るか どうか の確認が , 病棟
看護婦と併任で あ っ た ため実施で きた｡ 包交車の管理
方法に お ける調査結果と, 望ま し い管理方法を各看護
単位 へ 伝え た こと で , 教育 の 実施が で きた｡
今後必要な ことは, 実際 に作 っ た規則を各部署で実
践して い るか どうか の確認で ある｡ ま たそれぞれ の部
署が包交車の 管理基準の作成時, 委員会が コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン を行う態勢づくりも必要で ある｡ 各部署の病棟
訪問をさ ら に積み重ね て , 実際感染予防に かかわ る看
護婦との 話し合い をし て い くと , 現実化で き る の で は
な い かと考え る｡
2. ま とめ
病棟看護婦と併任の感染看護担当のC N Sに と っ て , 月
2回 の委員会に参加し, 日 々 の 看護業務で の疑問を話し
合う ことが活動の中心とな っ た｡ 日頃 の看護業務の 疑問
点を自由に 述 べ る こ とが で き, 委員会は有意義であ っ た｡
委員会で の10本人り鋸子の鋸子立て の使用の検討は,
対策立案時, 業務 に携わる看護婦の意見を聞く重要性と,
代替案の 作成で問題解決が可能となる ことがあ きらかと
な っ た｡ ま た, 病棟訪問は部署単位の工夫があきらかと
なり , 看護実践の実態を把握するため に有効 で あ っ た｡
病棟 で の 包交車の管理方法に おける調査過程 は, 看護管
理 の 一 端を知る ことが で き た｡
包交車の 管理方法の 実態調査から, 感染予防対策を実
際に 作成する場 へ 参加した こ と で , 自 らの 業務の見直し
を看護婦が行う ことが で きた｡ 加え て , こ れ ま で の蓄積
した知識を再考 し, 発展させ る機会とな っ た｡
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